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６
つ
の
特
別
会
計
の
状
況

 　

一
般
会
計
と
は
別
に
運
営
す
る

６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、　

歳
７５

以
上
の
高
齢
者
に
医
療
給
付
を
行

う
老
人
保
健
特
別
会
計
、
要
介
護

認
定
者
へ
の
給
付
な
ど
を
行
う
介

護
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
の
６
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
決

算
状
況
は
別
表
１
の
と
お
り
で
す

が
、
６
会
計
を
合
わ
せ
る
と
歳
入

総
額
が　

億
１
６
０
９
万
６
０
５

２２

６
円
、
歳
出
総
額
が　

億
７
９
５

２１

３
万
３
２
１
８
円
と
な
っ
て
お
り
、

一
般
会
計
の
決
算
額
と
比
較
し
て

も
そ
の
額
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
６
会
計
に
も
、
国
の
基
準

や
ま
ち
の
考
え
方
で
一
般
会
計
か

ら
お
金
を
繰
出
し
て
い
ま
す
（
別

表
２
）。
簡
単
に
言
え
ば
、
繰
出

金
が
減
れ
ば
ま
ち
の
一
般
会
計
の

負
担
も
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
平
成　

年
度
に
下
水
道
使

１８

用
料
の
平
均　

㌫

引
き
上
げ
を

３２

行
っ
た
の
も
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
が
事
業
に
よ
る
借
入
金

の
返
済
（
公
債
費
）
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
現
在
、

未
加
入
世
帯
の
加
入
促
進
な
ど
を

進
め
て
い
る
の
も
、
こ
の
繰
出
金

を
下
げ
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
で

す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
介
護
保
険
の
各
特
別
会
計

は
医
療
費
な
ど
の
給
付
費
で
す
。

医
療
費
な
ど
が
増
え
る
ほ
ど
こ
の

３
会
計
の
歳
出
･
歳
入
額
が
増
え
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
も
増
え

る
の
で
、
医
療
費
な
ど
を
い
か
に

抑
え
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
こ

の
た
め
、
各
集
落
で
ぽ
か
ぽ
か
教

室
な
ど
を
開
き
、
病
気
や
要
介
護

状
態
を
予
防
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歳入歳出

差  引  額
歳出決算歳入決算会      計      名

      １１８,５２８   ３,２４３,５３０   ３,３６２,０５９一   般   会   計

 　  １０,５４１      ３９６,７６４      ４０７,３０５ 国民健康保険
 

特   
別   
会   
計 

         　０      ７９５,９９３      ７９５,９９３ 老人保健

      ２４,５２２      ４９７,７８２      ５２２,３０３ 介護保険

 　   １,５００　   ２０５,６７２　   ２０７,１７２ 簡易水道

    　０      ２２０,７４４      ２２０,７４４ 公共下水道事業

         　０    　６２,５７９    　６２,５７９ 農業集落排水事業

歳
出
で
は
借
金
返
済
に
あ
た
る

公
債
費
が
ト
ッ
プ
に

 　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
全
体

に
占
め
る
割
合
の
多
い
順
で
見
る

と
、
ま
ち
が
借
金
を
し
て
事
業
を

行
っ
た
町
債
の
返
済
金
の
公
債
費

が
７
億
６
９
４
万
２
８
４
７
円

（
全
体
の　

・
８
㌫
）、
人
件
費
や

２１

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金

な
ど
の
全
体
的
な
管
理
事
務
に
使

わ
れ
た
総
務
費
が
６
億
３
０
７
６

万
２
４
０
８
円
（
全
体
の　

・
４

１９

㌫
）、
福
祉
や
介
護
、
保
育
所
運
営

な
ど
に
使
わ
れ
た
民
生
費
が
５
億

１
８
４
９
万
５
５
５
２
円
（
全
体

の　

㌫
）、
保
健
事
業
や
日
野
病

１６
院
の
経
営
負
担
な
ど
に
使
っ
た
衛

生
費
が
４
億
１
３
２
３
万
５
８
７

０
円
（
全
体
の　

･
７
㌫
）、
町
道

１２

改
良
・
整
備
、
除
雪
な
ど
に
使
っ

た
土
木
費
が
３
億
１
０
５
２
万
７

０
６
７
円
（
全
体
の
９
･
６
㌫
）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

繰入金
（単位：千円）

会計名

２８,６２３ 国民健康保険
     ５４,３４６ 老人保健
   ６６,４３４ 介護保険
   ４１,４８８ 簡易水道

　１１６,２７９ 公共下水道事業
  ５３,２５０ 農業集落排水事業

   ３６０,４２０合　計

■別表２ : 一般会計からの繰入金

（単位：千円）■別表１　会計別決算の状況

公債費
７億６９４万２,８４７円

総務費

民生費
５億１,８４９万５,５５２円

衛生費
４億１,３２３万５,８７０円

土木費
３億１,０５２万７,０６７円

農林水産業費
２億６,６３０万１,２２０円

教育費

議会費
５,９４５万２,２６５円

災害復旧費
５,４４９万７,４４８円

商工費
４,４８１万１,６１９円

消防費
１,４７７万９,８６７円
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概要
金額

（単位：千円）
事業名

路線バス運行維持経費、町営バス購入費など５３,９６０バス運行対策

身体 ･知的障害者施設入 ･ 通所の支援など６９,３５７障害者施設訓練等支援

特別医療費受給資格者の医療費の自己負担分の助成２６,８３８特別医療費助成

日野病院の運営支援１８５,９５１日野病院組合助成

老人の生活習慣病予防、要介護状態の予防など１３,３１６老人保健

合併処理浄化槽設置への補助１３,７６３合併処理浄化槽設置整備事業

集落の農地保全活動への交付金４３,５１６中山間地域等直接支払

森林整備地域活動への交付金２５,０３６森林整備地域活性化事業

宝仏山線開設に伴う負担金など３,３７７広域基幹林道宝仏山線

サワガニ養殖への補助など９００水産振興

通学路 ､ 町道などの除雪１８,４９８除雪

町道渡線道路整備８０,００３町道渡線緊急地方道路整備事業

町道濁谷線 ､ 別所線の災害復旧工事３２,１６６災害復旧事業

地域指導主事設置負担金１,０００地域指導主事設置

おしどり学園の開催４４８高齢者教育

小中学校３０人学級実施協力金２,０００少人数学級等設置

平成１７年度一般会計の主な事業の実施状況

　

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出
の

差
引
額
約
１
億
１
８
５
３
万
円

は
、
全
額
を
平
成　

年
度
予
算
に

１８

繰
り
越
し
、
平
成　

年
度
当
初
に

１８

２
億
５
１
９
９
万
円
不
足
し
て

い
る
財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
７
月
豪
雨
の

災
害
復
旧
費
や
、
日
野
病
院
へ
の

負
担
金
な
ど
を
９
月
議
会
で
補

正
予
算
に
計
上
、
新
た
に
支
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
実
際
に

は
現
時
点
で
約
２
億
円
の
歳
入

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

昨
年
の
住
民
説
明
会
や
広
報

ひ
の
な
ど
で
お
示
し
し
て
い
る

と
お
り
、
現
在
ま
ち
で
は
各
種
事

業
に
か
か
っ
た
借
金
の
返
済
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
な
ど
で
、
深
刻

な
財
政
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
決
算
か
ら
は
当
分

１８

の
間
、
数
億
円
の
赤
字
が
生
じ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
赤
字
の
解
消
の
た

め
、
人
件
費
を
町
長
が
約　

㌫
、

３０

助
役
が
約　

㌫
、
教
育
長
が
約

１２

９
・
７
㌫
、
職
員
が
平
均　

㌫
削

１０

減
し
、
議
員
、
教
育
委
員
、
農
業

委
員
の
報
酬
も
減
額
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
や
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

徹
底
し
て
支
出
を
抑
え
て
い
ま

す
。

　

ま
ち
の
収
入
の
面
で
も
、
固
定

資
産
税
率
や
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
使
用
料
の
引
き
上
げ

な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
負
担

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
施
設
の
使
用
料
減
免
基
準
の

改
定
や
町
営
駐
車
場
の
有
料
化
、

町
営
バ
ス
の
運
賃
収
入
な
ど
、
ま

ち
の
財
源
確
保
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
赤

字
を
解
消
す
る
た
め
、
今
後
と
も

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年
度
予
算
の
現
在
の
状
況

１８

赤
字
解
消
へ
向
け
て
皆
さ
ん
に
も
負
担
を
お
願
い


